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此
一
地
に
は
控
除
専
業
間
以
な
く
眺
一
他
I
乙
の
一
等
代
庇
住
ぜ
る
消
捌
商
の
出
張
応
又
は
其
附
係
者
の
庇
輪

、
粂
業
者
の
子
に
M
H
ま
る
も
の
な
れ
ば
仰
は
け
本
品
位
一
輸
入
…
に
依
る
も
の
に
し
℃
説
両
人
は
前
向
に
一
歩
を
総
ず
る
も

に
し
て
販
路
の
揃
張
、
品
質
従
段
、
彼
等
の
晴
好
等
に
鍛
…
の
I
C
一
不
人
代
く
又
文
加
内
地
代
℃
日
本
商
品
の
涼
嬰
多
当

日
丘
北
約
仰
を
符
た
ら
え
に
は
一
府
妙
な
る
も
の
わ
る
べ
し
。
一
に
約
ら
ず
我
山
間
人
一
か
商
人
1
乙
し
て
文
川
内
地
代
後
一
般
壮
し
谷

川
紘
一
物
紛
ば
蘇
州
杭
州
汁
一
定
的
制
服
指
の
機
業
地
な
る
が
一
る
以
内
1

乙
一
万
人
べ

3
も
の
な
れ
ば
制
約
貿
易
は

mに
物
の

一
千
り
今
後
の
峨
入
販
路
に
手
り
℃
は
大
な
る
鋭
守
ゼ
一
経
三
供
給
の
み
ケ
}
以
℃
能
一
帯
一
絞
れ
る
に
や
b
J
J
初
く
も
彼
地
に

る
べ
か
ら
コ
る
が
放
に
弐
路
一
併
な
く
し
て
は
共
に
見
込
な
一
商
業
的
内
俊
一
民
営
昭
一
り
お
は
内
に
庇

b
て
は
商
品
の
資
質
俄

5
も
の
な
A
Y
O
(

仰
は
工
業
の
現
に
で
論
ず
る
之
乙
ろ
み
の
る
…
祁
の
低
廉
等
の
貼
に
一
夜
誌
な
挑
ム
べ
b
d
は
勿
論
外
に
わ
A
Y

ベ
し
)
。
次
に
総
出
品
に
付
℃
は
隔
地
共
に
五
円
入
本
論
の
前
一
て
は
自
ら
充
分
の
信
用
之
官
力
と
を
以
て
絡
の
内
地
に
入

…
誌
に
関
h
J
て
此
院
に
殊
一
史
論
ず
べ
b
d
引
れ
の
も
の
な
お
ピ
乞
以
~
ち
て
商
業
を
絞
ム
物
品
取
引
の
・
寸
刀
法
に
革
命
乞
蹴
し
助
泌

て
之
bv-
略

す

む

以

て

其

，

か

庶

総

の

策

、

乞

講

ず

可

h
d
事
な

b
次
に
は
日
前
人

一
一
結
論
)
必
な
一
必
ず
る
に
商
業
地
'
と
し
て
詩
人
永
訟
の
お
合
同
縦
一
燃
の
お
a

に
し
て
之
に
附
し
て
は
縦
険
家
の
吟
践
す

躍
を
畑
一
す
ぺ
ち
に
は
杭
州
に
わ

b
lす
・
叫
怖
に
現
下
制
州
方
に
る
1ι
乙
ろ
な
る
が
総
…
永
A
W
同
省
〈
は
日
本
商
人
に
し
て
治

-

-

i

'

'

p

h

p

‘‘
F
I
B
-
J
l
r
・ケ

A

は
館
以
引
測
れ
ハ
の
入
。
込
み
が
る
主
総
atが
錦
均
一
日
本
人
a

の
商
の
使
用
人
た
る
の
成
績
古
見
れ
ば
多
〈
什
L
M
W肌
)
一
立
ィ
1

‘ 、

来最

縫ハ
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令
鴻
手
礎
的
偽
俸
を
一
時
に
得
P
A
'
乙
す
る
掛
取
に
し
て
之
が
翠

b
dし
は
尽
に
利
設
の
そ
ず
る
や
論
な
倹
た
立
る
な
台
。

斜
め
日
本
市
川
人
の
信
用
乞
失
ゆ
じ
今
日
合
同
事
業
よ
ら
延
抑
も
蘇
州
杭
州
は
並
一
一
(
代
的
州
中
第
一
-
代
位
す
る
工
業
の
特
‘

ぴ
℃
ば
け
本
商
業
全
般
の
後
M

般
に
容
を
及
ぼ
し
つ
》
わ
る
色
を
有
す
る
も
の
な
る
が
、
蘇
州
は
兎
代
紗
線
宝
成
し
て

も
の
少
か
ら
止
る
な
ら
コ
れ
ば
目
前
貿
易
の
将
来
を
思
ほ
他
は
言
ム
ペ
き
も
の
な
し
就
中
級
は
毎
年
四
五
路
間
の
産

す
る
も
の
に
し
て
合
同
終
持
を
欲
せ
止
る
者
は
羽
信
用
を
一
出
鋭
、
ど
占
吟
…
機
蚕
蚊
は
域
内
域
外
ど
鴻

b
約
二
千
七
八
百

清
人
に
博
す
る
の
訟
を
講
ず
べ

3
は
勿
論
八
円
同
を
計
ら
ん
…
姦
わ
ら
℃
最
も
有
名
に
し
て
彼
一
地
純
一
特
の
も
の
な
る
も
必

t
ζ

欲
す
る
お
に
わ
ム
リ
て
は
殊
に
放
っ
合
同
の
利
篠
宮
彼
等
代
一
家
漸
々
腕
業
者
の

b
て
か
べ
勢
一
校
時
の
仰
向
な
含
は
一
一
一
十
七

鰐
ら
し

υる
に
勉
り
と
同
時
に
彼
等
、
ど
し
て
我
代
一
倍
絡
す
で
年
頃
迄
三
千
m

欧
安
の
機
長
ど
布
せ
し
も
の
が
今
二
千
一
除
と

る
の
念
を
芯
州
地
す
る
に
努
め
え
か
日
清
貿
易
は
更
に
有
利
一
な

b
北
間
一
千
係
長
の
減
少
乞
示
せ
る
ど
以
て
知
る
べ

に
し
て
訴
勤
に
拾
す
る
と
1
ζ

大
な
る
や
疑
は
た
~
る
ー
し
乙
ろ
一
し
。
紗
は
之
に
ぎ
3
其
何
一
刻
版
る
多

3
も
の
な
る
が
杭
州

.な

b
o

、
…
に
於
℃
も
之
を
庇
し
雨
地
伯
仲
の
問
に
花

b
州
側
℃
杭
州
の

第

二

、

工

業

地

止

し

て

一

工

業

を

見

る

に

総

織

物

放

も

凶

慨

に

し

℃

縦

官

一

録

制

、

告

別

今
工
業
の
方
而
に
A
E
A
Y
て
は
所
前
九
日
問
料
併
は
一
史
、
に
利
に
…
大
制
、
紡
紗
縦
は
其
主
な
る
物
に
し
℃
殊
に
符
制
の
産
出

し
て
布
盟
な
る
も
の
な
ら
之
信
ず
元
来
消
凶
人
の
終
併
せ
一
は
前
同
第
一

t
m併
せ
ら
る
織
機
は
杭
州
城
内
に
約
一
郎
選

る
も
の
に
℃
は
工
場
の
整
地
位
倣
う
従
っ
て
業
務
の
活
歩
一
繊
工
一
一
向
除
。
乞
有
℃
其
勢
迩
々
た
ら
叉
蘇
州
の
比
代
在
ら

を
忠
い
す
る
の
弊
ゐ
ム
リ
、

w
d
b
t
乙
〈
外
同
人
に
し
て
彼
地
代
ず
誇
表
或
は
日
は
ゾ
九
蘇
州
の
此
柿
.
工
業
の
税
皮
に
し
て
往

終
約
七
Z
A
I

つ
者
は
事
業
費
の
お
ま
る
弊
ゐ
ム
リ
此
知
代
於
℃
時
の
隆
椛
は
去
'
n
y

て
杭
州
に
及
ぼ
ず

ιす
る
は
向
u
u
汗
人

日
本
人
は
肢
も
便
宜
の
位
地
比
ゐ
る
者
、
7

ゆ
る
と
I
ζ

は
世
人
、
が
彼
地
に
於
℃
業
活
動
の
除
地
わ
る
を
表
白
す
る
も
の
な

の
熟
知
τ

せ
る
m
mな
る
可
し
然
、
b
ば
腕
紛
日
清
合
同
級
経
伝
，

b
t
i
然
共
E
H一
一
山
、
会
{
机
上
の
窓
論
ー
も
韓
中
9
A
刊
し
却
十
り

語
接
続
比
一
一
関
議
開
翠
調
翻
幽
詰
諮
問
問
藩
護
諸
島
商
曹
司
司
司
書
週
明
沼

， 
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先
。
つ
持
制
約
に
っ
ち
で
見
ょ
、
蘇
州
は
之
を
共
自
ら
産
す
る
非
公
る
も
楽
は
若
々

t
し
て
進
め
λ
y
E

其
他
製
紙
に
わ

b

と
と
ろ
よ

b
会
く
得
.
る
乙
Iι
能
は
ぴ
る
に
は
非
公
れ
共
其
℃
は
隔
地
共
に
其
消
費
お
は
日
本
紙
(
池
竿
を
占
り
)
阿
狩

nm
劣
等
な
る
矯
め

m
m
K
M江
省
各
地
よ

b
符
る
も
の
に
し
紙
等
総
へ
て
何
年
約
二
郎
千
一
山
徐
に
け
介

b
而
も
水
質
良
好

℃
製
品
販
路
は
い
机
州
在
附
℃
〉
附
以
来
、
一
利
述
、
江
祥
h
u
h
L

社
に
し
℃
以
料
亦
県
白
川
ふ
る
に
製
紙
場
の
設
け
M
m
m
く
鰍
訪

b
J
l
輸
出
は
一
日
一
上
海
を
絞
て
お
一
袋
地
に
分
配
そ
ら
る
に
一
に
わ
h
y
℃
は
治
樹
人
に
は
一
市
嬰
少
主
も
川
魚
λ

吋
ノ
ポ

ν判
似

非
ず
や
然
、
1

り
ば
杭
洲
い
川
が
求
原
料
を
其
地
及
び
同
省
内
代
…
難
問
獄
等
多

3
が
放
に
総
出
4
Y
4

見
込
み
℃
業
乞
試
る
可
く

於
℃
成
叫
に
出
づ
る
も
の
を
終
日
仰
に
取
る
を
符
、
製
品
販
路
…
石
粉
に
わ
ら
℃
も
加
料
の
県
誌
に
お
婆
の
明
加
乞
以
℃
せ

に
Y
2
・P
Jし
は
京
は
江
蘇
編
姑
よ
ら
凶
は
凶
川
市
は
民
東
北
了
。
此
地
方
に
は
茶
業
の
必
要
点
一
一
ヱ
山
内
出
も
な
く
是
等
諸
工
業

は
北
京
満
州
よ
り
前
倒
各
隊
小
説
以
上
の
ふ
w
一
日
く
需
裂
す
る
一
の
問
地
に
有
問
中
一
な
る
乙
之
見
る
べ
ち
な
ム
ジ
C

布
る
に
比
し
て
何
人
か
所
部
除
地
の
蘇
州
代
存
せ
ら
と
せ
…
一
裂
す
る
に
存
人
一
り
立
場
よ
0
み
ん
を
一
一
一
ロ
へ
ば
蘇
州
は
織
物
業

ん
況
P
A
や
前
例
官
泌
が
英
大
凶
を
一
似
し
℃
御
用
品
の
梨
竺
を
以
て
天
下
に
名
を
然
し
古
〈
よ

b
帝
京
帥
刷
物
場
の
設
前

監
情
を
錦
-
お
し
め
わ
る
が
如

3
純
一
知
を
有
す
る
杭
州
に
能
…
あ
λ
リ枇
W
に
総
裁
大
限
を
減
航
す
る
わ
λ

ツ
し
も
其
は
品
川
右
の

く
間
放
し
狩
る
も
の
在
、

b
yる
や
論
な

hJK於
て
を
や
次
一
一
歩
と
も
一
潟
、
ム
べ
く
今
は
サ
の
脊

k
悦
h
u
械
礁
の
散
庇
せ

に
双
山
路
伴
た
る
染
色
決
よ

b
w
d
℃
は
総
統
一
紡
総
菜
の
如
己
、
…
る
の
み
。
初
、
し
諭
械
の
工
業
に
看
過
す
べ
か
ら
診
る
妙
働

は
如
何
之
一
万

λ
に
蘇
州
に
は
蘇
紛
沙
一
倣
蘇
総
統
脳
炎
蹴
〈
総
ρ

夕
、
銀
の
如
舎
は
一
日
二
十
仙
乃
主
五
十
仙
の
平
均
に
在
る

い
跡
延
川
口
、
水
終
一
陣
等
以
前
に
は
織
な
る
も
の
在
ち
し
も
五
年
に
引
秒
、
ヘ
杭
州
の
側
に
あ

6
4し
は
一
日
十
一
九
仙
川
万
.
竜
二
十

前
川
町J
よ
よ
り
原
料
敏
一
え
の
然
め
装
勢
頓
に
一
波
へ
中
に
は
休
業
五
仰
を
以
で
足
ら
生
活
費
の
・
知
念
雨
地
を
比
峡
す
る
に
、

停
業
の
姿
に
庇
る
お
出
へ
布
る
に
蛍
ー
れ
る
に
反
し
杭
州
に
主
.
要
日
間
一
一
切
依
表
わ
一
一
一
九
年
外
務
省
調
交
委
郎
)

℃
は
納
金
沙
憾
の
如
b
J
L
M
刈
松
左
，
X
で
大
な

b
t一
民
ょ
に
は
白
米
決
(
納
)
新
一
仙
)
隊
(
仙
)
鶏
卵
鶴
納
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田
園
周
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¥
ι

加
掛
川
州
一
川
、
洋
五
一
苅
(
一
石
)
也
O

問
一
千
芸
人
七
仙
'
合
計
五
八
四
一
一
ご
五
六
一
一
二
合
総
計
六
十
六
均
五
千
六
百

杭

州

十

仙

ご

升

)

i

八
一
一
尚
一
札
八
丈

λ

仰
心
ハ
十
二
石
一
斗
三
升
九
作
一
勺
と
算
せ
ら
る
〉
所
に
し
℃

結
局
後
者
仰
ち
杭
州
は
版
る
低
成
に
且
士
氏
の
手
工
に
一
巧
彼
の
我
凶
ヘ
輸
出
す
る
所
の
蹴
製
品
の
旅
料
た
A
O
M
ザ
純
…
挑

み
に
し
て
彼
の
紛
総
版
科
乞
白
地
に
以
よ
り
得
る
等
の
諸
方
向
マ
川
柳
亦
織
に
橋
拙
せ
ら
次
に
杭
州
地
方
は
と
見
る
に
込
れ

町
一
一
よ
ら
一
見
代
前
者
は
後
お
に
及
ば
公
る
も
の
〉
如
し
G

一
亦
気
候
士
服
棋
の
溜
切
に
し
て
焼
成
物
の
附
丸
山
尚
な
る
山
市
賞
ゐ

第
三
、
農
漁
業
地
と
し
て
'
一
れ
共
仙
霞
織
的
汐
山
恨
の
山
脈
の
支
脈
川
越
す
る

ι諜
他
地
償

蘇
州
地
方
到
る
彪
卒
派
に
し
℃
地
球
肥
沃
米
版
苧
を
践
し
一
一
地
机
土
地
心
庶
民
悦
初
日
、
小
作
人
関
係
等
の
鮎
と
よ
ら
じ
℃

決
闘
に
於
け
る
一
大
肉
片
山
仰
な
λ

リ
就
中
米
は
共
質
の
良
好
な
一
賎
業
経
符
地
・
と
し
℃
は
蘇
州
に
政
ぐ
も
の
1
ζ

一
式
ふ
べ
〈
‘

る
天
下
に
活
た
る
の
総
わ
ム
リ
見
る
べ
じ
比
地
方
の
牧
穫
は
…
漁
業
に
ゐ
h-J
て
は
蘇
州
地
方
は
太
捌
を
士
・
婦
と
し
℃
湖
待

我
に
欺
的
し
而
も
土
地
段
、
わ
に
し
℃
何
年
の
滋
収
支
米
高
一
例
川
多
く
一
所
前
納
加
の
組
織
の
り
て
去
る
滋
漁
業
服
る
織

は
伎
に
非
常
な
る
も
の
な
る
営

ωち
政
府
の
調
査
に
従
へ
十
代
側
魚
、
一
附
魚
、
縦
魚
、
鱗
魚
、
白
魚
、
銀
魚
、
鮒
魚
パ

ば
去
る
三
十
七
年
に
て
も
総
牧
は
現
代
…
百
二
十
二
尚
三
一
判
決
ぴ
奴
似
の
川
魚
の
多
赴
乞
践
し
一
郎
の
欣
議
、
が
一
ク
年

千
九
百
七
十
三
石
間
斗
一
五
二
合
五
勺
の
多
与
を
有
し
加
畑
一
約
二
千
帰
以
上
に
上
る
l

乙
一
五
ム
?
"
以
て
共
如
何
に
有
明
な

滋
よ
ー
ソ
上
納
せ
る
一
文
米
は
白
米
七
誠
二
千
六
石
七
斗
三
川
…
る
か
也
ピ
知
る
に
難
か
ら
診
る
べ
じ
、
然
る
に
い
仇
州
、
一
札
℃
は

及
び
終
剥
食
粍
両
知
粍
等
印
ら
述
途
中
の
経
費
桝
粍
λ

リ
食
(
河
川
前
洋
の
漁
業
語
る
に
足
る
も
の
無
く
崎
常
地
の
特
色

科
技
に
舵
コ
ポ
シ
等
の
米
九
千
三
百
三
十
九
石
七
斗
七
升
た
る
法
-
一
魚
に
軍
一
F
P
て
も
亦
質
に
些
細
な
る
も
の
な
れ
ば
斯

惑
費
調
盟
関
調
韓
関

ー

、

一、~
.

1

一

一

，

-

九

1
y
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高
菜
工
業
は
杭
州
の
勝
る
}
と
と
ろ
多
く
農
業
漁
業
に
笠

ー
て
は
蘇
州
代
嬰
ひ
の
外
な
き
を
見
た
A
Y
、
然
共
農
業
の

如
き
は
蘇
州
の
地
方
如
何
に
大
な

bi--」
雄
一
も
北
米
南
米
に

俊
る
な
く
漁
業
如
何
に
有
単
一
な

hFr-す
る
北
海
、
沿
海
の

、
諾
地
に
試
h
u
に
加
が
ず
恥
之
を
彼
地
代
後
h
u
は
一
家
の
官
…

を
な
す
を
侍
る
に
止
ま
b
寄
人
一
般
の
事
業
と
し
℃
は
中
一
一
回
一

る
に
足
、
b
w
d
る
や
切
な
ら
ん
、
叉
彼
地
に
事
を
成
ヨ

A
と
一

す
る
者
の
先
づ
注
意
す
べ
き
は
農
業
の
自
然
的
侠
・
件
た
る
…

気
候
の
如
何
な
ら
、
気
候
は
雨
地
共
に
宜
・
し
く
我
凶
人
代
一

は
最
も
趨
常
せ
る
も
の
な
れ
共
強
て
其
優
劣
を
比
較
せ
ん
一

に
は
蘇
州
地
方
が
冬
季
一
一
一
間
十
皮
、
秋
季
五
六
十
皮
、
友
一

季
九
十
皮
の
卒
灼
な
る
に
比
し
杭
州
の
冬
季
四
十
二
度
秋
一

季
六
十
一
二
皮
夏
季
八
十
一
皮
の
平
均
を
一
不
す
が
放
に
後
者
一

を
以
℃
俊
れ

b
l乙
な
w
d
p
A
-ぬ
ん
や
波
暑
の
必
要
に
路
、
ず
ベ
ケ

く
樹
木
修
交
の
問
清
流
淡
々
山
光
明
属
た
る
餓
猪
江
上
流
(

の
近

3
幾
土
・
た
る
に
於
℃
を
や
設
に
於
て
か
余
は
詩
人
的
肘

水
ゅ
の
後
瓜
地
は
蘇
州
に
非
ず
し
℃
杭
州
代
在
λ

リI
ζ

な
す
も

の
な
，
P
志
わ
る
者
交
を
有
す
る
者
宜
し
く
商
工
の
方
耐
に

於
て
彼
地
に
突
進
し
新
鮮
長
に
大
活
胞
を
演
ず
ぺ

a
d
な

b'
、
彼
の
一
般
の
慮
る
上
海
接
近
云
々
は
怠

ιな
す
ぷ
必

要
な
き
の
み
な
ら
ず
上
滑
に
託

3
矯
め
に
却
而
印
後
の
綴

位
慌
に
封
し
利
便
b
L
共
ム
る
も
の
多
か
る
可
し
。
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以
上
刻
一
周
し
た
る
数
字
的
計
鋒
は
主
と

し
て
明
治
三
十
九
年
九
月
外
務
省
調
資
に
尚
れ
る
も

の
と
す
)
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